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AIで心躍る未来を
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2024年12月期（第7期）第3四半期決算ハイライト

【総括】 ・ 2023年度の自社AIサービスの成熟化を機に、2024年度は増収増益体制の構築に成功。
  第2四半期に引き続き第3四半期も順調に事業が伸長し、 2024年度第3四半期売上高は908百万円（2023年
  度同四半期対比+10.9%）にて着地。

 ・ 単独四半期では3年ぶりとなる営業黒字化を実現し、2024年度通期での営業黒字化に向けて順調に進展。

 ・ AI市場、デジタルサイネージ市場および屋外広告市場の成長を追い風に、当社のAI×LED事業が持続的な成長を
  実現。多様な事業者に対して小型・大型問わず提供を続けてきた結果、広く社会に浸透。

【成長戦略】 ・ 2024年下期から2025年において、積極的な利益幅の拡大と、技術・事業モデルの強靭化を推進。
  （第2四半期決算で開示した方針を継続）

– 自社AIサービスのスケール化を通じた利益の拡大と飛躍。

– 収益モデルのリカーリング性を強化。KizunaNaviなどのSaaS事業を積極的に展開。

– 画像、音声領域の先端AI技術を自社サービスに搭載。生成AI技術の研究を継続。

【収益性】 ・ 昨年より継続中の自社AIサービスの提供体制確立・コスト最適化施策が奏功し、事業活動に必要な研究開発費
  や営業費用が効率化。

– 第3四半期は期首の想定通り3年ぶりの四半期営業黒字を達成。また、EBITDAは第3四半期単独・第1-第
3四半期累計のいずれも黒字となり、利益・キャッシュの創出フェーズ（投資回収フェーズ）に移行。

– 対前年同四半期で、売上高が10.9%伸長する中、販売管理費は139百万円の効率化に成功（年換算ベー
ス556百万円）。大幅に損益分岐点が改善。
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2024年12月期 第3四半期決算財務ハイライト

対前年Q3比較

139百万円低減
対前年Q1-Q3累計比較

283百万円低減

②コスト最適化（販売管理費）

Q3の四半期営業利益23百万円

営業黒字化
Q1-Q3累計EBITDA29百万円

営業キャッシュ創出にめど

③利益体質の構築

対前年Q3比較

+10.9%成長
対前年Q1-Q3累計比較

+17.1%成長

①売上成長
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四半期売上高の推移
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販売管理費の推移

2023年度実績 2024年度実績

Q3 Q4

630
2024年度
通期計画

728

706

672

614

584

Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

568

-161
（年換算644百万円）

販
管
費

（百万円）
• 売上高が前年同期比11%増収
する中、販売管理費は取り組みを
開始したFY23 Q2比で161百万
円：年換算ベース644百万円の
効率化を実現
（前年同四半期比で139百万円
の効率化）

• Q2時点で期初予想以上の進展
を見せていたが、Q3にかけても手
を緩めず活動を継続

②コスト最適化（販売管理費）
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2019年度
（第2期）

2020年度
（第3期）

2021年度
（第4期）

2022年度
（第5期）

2023年度
（第6期）

2024年度
（第7期）

当社事業の進化と四半期営業利益の推移

基本的なAIのライセンス販売 エッジ・スマートシティAI基盤の高度化 AIサービスの本格展開

創業6期を経てAIサービスの
スケール体制の構築に成功
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（百万円）

Q3は期初の想定通り
四半期黒字に到達

Q4は創業以来過去最高
の営業利益を狙う

③利益体質の構築
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売上高と営業利益の関係（2023年度-2024年度 月次実績）

2023年度

2024年度上期

2024年度下期

AIサービスの確立により営業・開発活動
が効率化。結果、販売管理費が低下し、
損益分岐点が大幅に改善。Q3は上期
よりさらに損益分岐点が改善。

売上高が100

増加すると…

営業利益は60増加

23年度の貢献利益率は
60%の高水準ながら
24年度はさらに改善

損益分岐点

（百万円）

③利益体質の構築
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2024年12月期（第7期）第3四半期 連結業績
– 単独四半期営業黒字を実現

2023年
12月期
Q3実績
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売上総利益

EBITDA

営業利益

(百万円)
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営業利益率

当期純利益率

売上高 +10.9%

+14.1%

-

-
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Q3実績
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2024年12月期（第7期）第1-3四半期累計 連結業績
– すべての指標が前年より大幅に改善、累計でのEBITDAも黒字化

2023年
12月期
Q1-Q3実績

2,194

1,425

-494

-624

65.0%

-

-

-

-602

売上総利益

EBITDA

営業利益

(百万円)

売上総利益率

EBITDA%

当期純利益

営業利益率

当期純利益率

売上高 +17.1%

+18.2%

-

-

-

増減率増減額

+375

+259

+523

+542

+448

2024年
12月期
Q1-Q3実績
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-

-
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2024年12月期 連結通期業績予想

2023年
12月期
実績
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営業利益率
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売上高 +16.4%

+23.6%

-

-

-

増減率増減額

+522

+487
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+530

2024年
12月期
業績予想

3,700

2,550

180

30
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-

-120

【第3四半期】
順調に推移

-

-686 0 -+687経常利益
経常利益率 -
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2024年12月期における収益に関する目標に向けて、順調に推移

第3四半期から
四半期営業
利益の黒字化

通期での
営業黒字

下期中の
四半期
純利益化

第4四半期での
四半期営業

利益率10%水準

A B C D

FY2024 収益に関する主要業績目標

「2023年12月期 通期決算説明資料」より

実現済
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当社の成長戦略

Copyright © Neural Group Inc. All Rights Reserved. 12

• 自社AIサービス
のスケール化を
通じた利益の
拡大と飛躍

• 自社AIサービス
の選択と集中

収益モデルの強化

• 収益モデルの
リカーリング性を
強化

• KizunaNavi

などのSaaS事業
を積極強化

• 画像、音声領
域の先端AI技
術を自社サービ
スに搭載

• 生成AI技術の
研究を継続

AI技術の探求収益の拡大



13Copyright © Neural Group Inc. All Rights Reserved.

目次

財務成績と事業モデル

• 財務成績と事業モデル

• 当社サービスのご紹介
当社事業概要

• 当社事業概要



14Copyright © Neural Group Inc. All Rights Reserved.

社員の働きやすさや成長を加速する1on1支援サービスをリリース

導入企業例

トークテーマに沿ったAIアドバイス マネージャーの面談スキルを向上 継続的な1on1の改善を促進

メンバーの共感度合を可視化

事前にトークテーマを記入

メンバー

AI
トークテーマに沿った
AIアドバイスを提示

AIアドバイスを参考にしつつ、
工夫を凝らした1on1を実施

マネージャー

エッジAIで分析

態度
（笑顔・うなずき）

会話比率発言内容

会話比率 タイムライン
•過去の1on1メモを
いつでも参照可能

• AI評価の履歴も
振り返ることで、
1on1の質も向上

•組織力を強化

1on1履歴や
改善点を可視化

エッジAI・映像AI・音声AI・生成AIを駆使した、様々なAIアドバイスや記録機能が1on1を支援

KizunaNaviは、最先端のAI解析技術を用いて
1on1の質を向上させるサービスです。

効果的な1on1の実施により、
企業力・組織力の飛躍的な強化を支援します。

絆を深める1on1支援サービス

M1＋
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専門機関監修のもとサービスアップデート 代理販売開始でサービス拡充を加速

人材育成の専門機関「株式会社日本能率協会マネジメントセンター（JMAM）」にてKizunaNaviをテスト導入、
サービス改善点のフィードバックや専門家の知見をKizunaNaviに反映し、新たな1on1支援サービスへと進化。
2024年9月からは日本能率協会での代理販売を開始。

➢ KizunaNavi特設サイト（©JMAM）

➢ 「KizunaNaviサービス開始記念セミナー」を
開催予定（主催／JMAM）

日本能率協会マネジメントセンターとの協業を開始し、サービス展開を推進
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■ 1on1を通じた人的資本の活用が重要になっている

コミニュケーションの改善と
プライベートとの両立に課題

株式会社ビズヒッツ 【職場の不満ランキング】男女500人アンケート調査(2024年5月)
パーソル総合研究所 究所「働く10,000人の就業・成長定点調査」(2022年8月)

1. 成長に対する意識が高い

2. 社にとらわれない意識が強い

3. 自由な働き方を志向

社員の職場への不満 社員の就業意識の変化

社員一人ひとりに合わせた
コミュニケーションが必要

中堅社員

1. キャリア採用が次第に増加

2. リスキリングがより重要に

若手社員
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■ 1on1は、日常的にエンゲージメントを上げる手段

社員サーベイ 社員研修 1on1/フィードバック

目的

組織別や職能別に社員
のエンゲージメントを把握し、
改善領域を特定する

課題や組織を想定し、
グループ単位の共通項目
について教育を実施する

実際の組織/業務の中で、
具体的に日々のエンゲー
ジメント向上を図る

人の健康度向上
に例えると...

人間ドックの診断 健康についての知識習得 日々の健康活動

エンゲージメント
強化活動
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■ 効果的な1on1を実現するためには、工夫が必要

ありがちな1on1

• マネージャーが主役 • メンバーが主役
マネージャーは6-7割は聞く時間に徹し、
アドバイスはピンポイントが理想

• キャリア形成やプライベート
との両立をアドバイス

• 月1回などの定期的な
頻度で継続的に開催

理想的な1on1

主役

目的

頻度

• 人事評価や業務内容を
伝達

• 年に1～2回の頻度
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■ 一方、質の高い1on1の実施は容易ではない

株式会社ロジック・ブレイン「企業の1on1と職場の心理的安全性に関する実態調査の結果」（2022）
Chatwork株式会社「部下と上司のコミュニケーションに関するアンケート調査」（2023）

株式会社ビズヒント「組織の1on1に関する調査レポート」（2022）

メンバーの課題 マネージャーの課題 継続性の課題

話したいテーマの
事前整理が必要

アドバイス力の
強化が必要

継続的実施の
仕組みが必要

できていない
83%

差がある
92%

継続的でない
79%

話したい事を
上司と本音で
話せているか

上司により
1on1効果に
差があるか

1on1の
継続性

（月1回以上）

有効な1on1の実現における “3つの課題”
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1on1の成否は、マネージャーの質問力・アドバイス力で決まる

マネージャーの質問・アドバイス例

メンバーからの質問例 1

メンバーからの質問例 2

メンバーからの質問例 3

マネージャーの質問・アドバイス例

マネージャーの質問・アドバイス例

キズナナビでは
質問・アドバイス例を

AIが自動で生成



21Copyright © Neural Group Inc. All Rights Reserved.

■ KizunaNaviは、高品質・継続的1on1実施を支援

01 メンバーがトークテーマを事前に整理

02 マネージャーへフィードバックを提供

03 継続実施状況や効果を可視化

KizunaNaviは、これらの3つの秘訣全てをSaaSシステム上で実装した
企業にとっての高品質・継続的1on1実施の支援サービスです
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管理者向け満空把握管理
1

観光・商業・物流施設におけるリアルタイム混雑状況の見える化

Webページ連携・発信可能
2

サイネージ連携でドライバー誘導
3

屋外平面駐車場に対し、

カメラ1台で100台超満空把握

(※25mの設置高さ想定)

データ分析を通じ、
施設内の運用効
率化・企画検討・
施策評価に活用

駐車場出入口の
ラインカウントによる
混雑解析も可能

iPadやスマホ・PCでいつでもどこでも確認可能 リアルタイムに即時発報・連携可能
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今治里山スタジアム 湘南ベルマーレ チェーン店 警察署・消防署

LEDビジョンの導入実績は全国12,000拠点以上で国内トップ

LEDビジョン
国内販売1位

➢ 生成AIを用いたコンテンツ生成支援
3Dコンテンツや多様なクリエイティブ業務を
生成AI技術でサポート

➢ 12,000拠点を超える導入実績
大企業・官公庁・商業施設・個人商店と
いった多様な業種への圧倒的な導入実績

➢ 圧倒的な安定稼働実績
寒冷地域や高温多湿地域も含む全国での
安定稼働実績

➢ 柔軟な契約形態
リース契約やクレジット・キャッシュ一括買取な
どを柔軟に対応

バスケットワールドカップ(沖縄)
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生成AI技術を活用した新規Web事業成長中

AI搭載型CMSで専門知識不要で手間なくウェブページの効果を最大限発揮

Generative Web powered by ChatGPT

機能1 ブログ自動生成 機能2 多言語変換

機能4 SEO自動化機能3 口コミ自動返信

• ニューラルマーケティング社（当社完全連結子会社）の持つ広範な営業力と当社の持つAI開発力を
組み合わせ、ウェブページ事業を新規立ち上げ

• 2023年5月より販売開始で生成AI分野を研究開発に留めず、迅速な事業化を実現
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自社で革新的なAIサービスを構築し、お客様に提供しております

エッジAI & スマートシティ ソリューション

ニューラルグループは、エッジAIを通じて街の社会課題を解決し、空間価値を向上します

モビリティ・自動車管制

ナンバープレート・車両流動

都市人流

働き方改革・人的資本活用

エッジAIを用いた安全や省人化

生成AIやリテールマーティング

高級マンション向けAI広告メディア

生成AI活用やWeb生成

画像AIによるファッショントレンド解析
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表情・感情解析

スマートシティを実現するAI技術やエッジ実装技術を多数開発・保有

音声・感情解析 自然言語処理性別/年齢解析 顔認証 視線分析 ファッション解析

人の属性解析

駐車場満空把握 ナンバープレート検知混雑度解析 空席検知 安心・安全見守り 侵入検知・防犯 交通解析

車両解析

AIーサイネージ連携 AIーアプリ連携エッジAI技術 エッジセキュリティ 広告配信最適化AI 商品レコメンドAI AIデータアナリティクス

AIの社会実装に関する技術

人の動き・行動解析

人の感情・思考解析
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• 高コスト (通信費・維持費)

• 高遅延 (ネットワーク負荷)

• 高消費電力 

• 低コスト
• 低遅延
• グリーン

当社ではエッジAIの強みを活かしたサービスを多数開発・提供

クラウドAI
従来のアプローチ

エッジAI
当社が注力するアプローチ

大規模サーバーでAI解析

大量の映像やデータをネットワークで送受信

大規模
クラウドサーバー

AI解析前の元データ（映像など）

AI解析後のメタデータ（数値）

小規模
クラウドサーバー

リアルタイムでマーケティングや
セキュリティデータとして活用

IC IC IC
IC IC IC IC

少量の処理後データのみ必要に応じて送信

シフト

プライバシー保護
にも大きく寄与

シフト
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エッジAIは世界的に大きな事業規模と高い成長性を有する

205

2,698

2023 2032

年率成長率
33.3%

資料：https://www.fortunebusinessinsights.com/edge-ai-market-107023 (Last Updated: July 29, 2024)

エッジAI市場は年率33.3%で成長
グローバル：エッジAI市場（億ドル）

成長領域の多くで当社は事業を展開
グローバル：エッジAI市場の業種内訳（2023年）

当社の事業対象業界

https://www.fortunebusinessinsights.com/edge-ai-market-107023
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当社のAIライブラリは、多様な規格・環境下で汎用的に動作・稼働

プロセッサ

OS

言語

プロセッサ

OS

言語

JETSON TX2JETSON Xavier NX JETSON Nano

当社はNVIDIA社の「Metropolisパートナー」として
NVIDIA Jetsonシリーズを積極的に採用

その他の対応プラットフォーム
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AIの先端研究を継続：新たな技術を当社サービスに随時盛り込むことで、サービスの
プラットフォーム化や汎用化を加速、事業の参入障壁構築にも貢献

次世代AIモデル開発の高速化エッジAI音声システム ニューラルプラットフォーム

マルチタスク型AIモデル 妥協なきAI精度研究画像生成AIモデル

• AIモデル開発プラットフォーム構築
• 学術レベルの最新手法を従来の

1/10以下の工数で取込み可能
• 追加学習、商用サービス適用の
サイクルの高速化

• 別々だったAIモデルを統合したマ
ルチタスク型AIモデルの開発

• マルチタスク化でメモリ使用量を
約50%低減し、AI検知の高速
化とエッジ機器小型化実現

• 継続的なAI精度研究を実施し、
当社の商用サービスに適用

• デジパークを中心に、異常環境
下での安定的な検出精度と汎
化性能を実現

• エッジ機器内でユーザー音声をリ
アルタイムで解析

• 自然言語解析によりユーザへ
フィードバック可能なKizuna 

Naviを開発・リリース

• オンラインで接続される多数のエッ
ジAI機器をリアルタイムで管理

• 遠隔でのプログラムの自動アップ
デートやAIモデルの更新を実現

• 画像生成AIモデルを完全内製化
• 多彩なコンテンツ生成を可能にし、
よりクリエイティブな広告制作へ応
用

モデル実装

YOLO series Transformer series
Detector

YOLOv7 DETR

Trainer

Data Pipeline

学習手法

use

タスク実装

Object

Detection

Pose

Estimation
Segmentation

Losses

DDP self-training
開発者

フレームワーク互
換

tensorflow.js

tensorflow

推論I/F

pytorch

tfjs

ソフトウェア構成図

• 学術領域で創出
される最先端AI

技術が高速に実
装され、商用サー
ビスに遠隔アップ
デートで盛り込ま
れる。

• サービス間でAIモ
デルや基盤技術
が横串で共通化
されることで、サー
ビスが汎用化。導
入コスト低減と当
社収益性向上に
寄与。

• それらが高い参入
障壁や顧客継続
性に寄与。
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経営陣の紹介

取締役常務執行役員

岩切翼

• アクセンチュア株式会社を経て、2019年より当社
参画

• AIサービス事業本部本部長、ニューラルエンジニア
リング株式会社代表取締役社長

• 同志社大学生命医科学部医工学科卒

代表取締役社長

重松路威

• マッキンゼー・アンド・カンパニー パートナー（共同
経営者）東京支店、独フランクフルト支店および
米シカゴ支店での勤務を経て2018年当社創業

• 東京大学大学院工学系研究科「工学部アドバイ
ザリーボード」メンバー（現）、経済同友会会員

• 東京大学大学院工学系研究科修了（修士）

常務執行役員 CTO

見上敬洋

• 野村総合研究所にて研究開発部所属、画像認
識モデルResNetや自然言語モデルLSTM等の先
端領域での研究に従事

• 2020年より当社参画、2023年CTO就任
• 東京大学大学院理学系研究科修了（理学博
士）、当時の研究領域は理論物理の物性理論

常務執行役員

一言太郎

• 国土交通省において、公園緑地、都市計画、ス
ポーツ施設等の政策立案に従事

• 委員歴等：日本造園学会、日本建築学会、全
国の自治体（目黒区、静岡市、奄美市、村山
市等）、みんなの公園愛護会

• 東京大学農学生命科学研究科修了

顧問

松尾豊

• 東京大学大学院工学系研究科人工物工学研
究センター教授

• 日本ディープラーニング協会理事長、新しい資本
主義実現会議有識者構成員、AI戦略会議座長

• ソフトバンクグループ社外取締役
• 2018年より当社顧問

取締役常務執行役員

山本正晃

• ソニーにて15年間、技術開発や新規事業開発に
従事し、2019年より当社参画

• グループアライアンス事業本部本部長、ニューラル
マーケティング株式会社代表取締役社長

• 東京工業大学大学院機械宇宙システム専攻
（修士）
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AIやスマートシティに関連する多くの官民団体に加盟

企業との連携

一般社団法人

全国道の駅連絡会

スマートシティ関連

AWS Public Sector 

Startup Ramp

業界団体

海外

一般財団法人
沖縄ITイノベーション戦略
センター
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自治体や民間企業との連携を通じ、エッジAI技術の普及と発展に貢献

AI技術

▪ G7群馬高崎デジタル・技術大臣会合 閣僚向け企業展示
▪ 経産省・経団連共催 スタートアップの海外展開に向けた官民連携カンファレンス 登壇
▪ アドバンテック株式会社主催 「アドバンテックAI Solution Day」登壇
▪ アイスマイリー主催「AI博覧会 Spring 2024」登壇
▪ 韓国政府主催 サイバーセキュリティ大会2023 出展
▪ 東京データプラットフォーム協議会 専門アドバイザーへの選任
▪ AWSジャパン 「IoT 技術者向けAWSセミナー」他 “IoT Coreを使ったサービスの作り方”

▪ 日本ディープラーニング協会(JDLA)より「貢献賞」 受賞

街づくり

▪ 全日本駐車協会機関誌「PARKING NOW」寄稿
▪ 駐車場改革推進協議会登壇
▪ LOGISTICS TODAY主催セミナー 登壇
▪ きらぼし銀行・東京流通センター共催 きらぼしピッチ特別編～物流テック～登壇
▪ 第39回SCビジネスミーティング 「商業施設におけるAI活用について」 登壇
▪ 室蘭市DX推進フォーラム デジタルがもたらす便利で快適な生活「つながるスマートシティ」パネリスト
▪ 新「道の駅むらやま」整備基本計画検討市民会議 アドバイザー

▪ 東京大学未来ビジョン研究センター主催 柏の葉アーバンデザインセンターでの市民とのまちづくり
ワークショップへの活用セミナー 登壇

▪ 大正大学 「AI画像解析は社会でどう活用されているか」 ゲスト講師
▪ タイ バンコク 高専「KOSEN-KMITL」連携協定に基づく定期的な講義

学術分野との連携

その他

▪ 2023年度グッドデザイン賞受賞 駐車場満空把握AI画像解析ソリューション「デジパーク」
▪ デロイトトーマツ主催 テクノロジー企業成長率ランキング 2023年日本テクノロジー Fast 50 受賞

海外事業

▪ 日タイ政府及びPTTグループ共催 「Zest Thailand 2023」 登壇
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*1 2020年8月20日時点の発行済株式総数13,784,000株に占める、公募株式数415,000株と売出株式数215,800株（オーバーアロットメントを含む）合計に加え、上場前からの株主や経営陣等の売却株式数から算出。
*2 会社独自調査の結果認識している上場前からの株主（VC投資家、エンジェル投資家）の保有株式。
*3 当社経営陣の保有株式数

24.4%

71.0%

4.6%

一般株主・
浮動株式*1

VC・
エンジェル
投資家*2

経営陣*3

発行済株式総数
13,784,000株

株主構成の推移

2020年12月末日
（上場後）

2020年8月20日
（上場時点）

2024年9月末日
（現在）

18.8%

12.6%

68.6%

一般株主・
浮動株主

上場前
投資家経営陣

29.6%

8.2%

56.5%

一般株主・
浮動株式

上場前
投資家

4.5%

ソニー株式会社
経営陣

発行済株式総数
14,013,200株

発行済株式総数
15,340,031株

0.6%
0.6%

共同通信社クロスプラス

注：2024年6月30日現在の株主名簿をもとに作成
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Neural Groupという社名には、AI技術をはじめとする最先端テクノロジーの開発を通じ、幅広い領
域で、枠にとらわれない心躍るサービスの提供を目指したいという想いが込められています。リアル空
間、バーチャル空間のいずれにおいても、エッジAI技術を活用し、AIカメラや広告配信、ファッション・
アパレルなど、様々な領域で、心躍る未来の社会をグローバルに実現していきたいと思います。

AIで心躍る未来を

36

ニューラルグループ株式会社



37Copyright © Neural Group Inc. All Rights Reserved.

免責事項

本資料の取り扱いについて
本資料には、将来の見通しに関する記述が含まれています。これらの記述は、当該記述を作成した時点にお
ける情報に基づいて作成されたものにすぎません。さらに、こうした記述は、将来の結果を保証するものではなく、
リスクや不確実性を内包するものです。実際の結果は環境の変化などにより、将来の見通しと大きく異なる可
能性があることにご留意ください。上記の実際の結果に影響を与える要因としては、国内外の経済情勢や当
社の関連する業界動向等が含まれますが、これらに限られるものではありません。今後、新しい情報・将来の
出来事等があった場合において、当社は、本資料に含まれる将来に関するいかなる情報についても、更新・改
訂を行う義務を負うものではありません。また、本資料に含まれる当社以外に関する情報は、公開情報等から
引用したものであり、かかる情報の正確性、適切性等について当社は何らの検証も行っておらず、またこれを保
証するものではありません。
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